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１
月
１
日
付
で
林
忠
雄
氏
（
小
野

赤
沼
・
再
任
）
に
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

1
月
10
日
役
場
町
長
室
に
お
い
て
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、任
期
は
3
年
で
、

今
後
役
場
の
特
設
人
権
相
談
所
や
自

宅
に
お
い
て
、
相
談
に
応
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
回
委
嘱
状
を
交
付

さ
れ
た
林
氏
は
、
平
成
15
年
１
月
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
お
り
、
今
回
が
2
期
目

と
な
り
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
人
権
問
題
な
ど

で
お
悩
み
の
方
は
、
今
回
委
嘱
さ
れ

た
林
氏
を
含
め
、
吉
田
瀧
江
氏
（
夏

井
）、草
野
紀
氏
（
小
野
新
町
）
吉
田

一
男
氏
（
飯
豊
）
計
4
名
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
所
の
開
設
日
は

チ
ラ
シ
、
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

１
月
10
日
、
小
野
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
小
野
地
区
（
小
野
町
・

田
村
市
）
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
地
域
の
交
通
関
係
団
体
の
参
加

の
も
と
、
今
年
１
年
管
内
の
交
通
事

故
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
祈
願
い
た
し

ま
し
た
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に

よ
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

１
月
6
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
前
広
場
に
お
い
て
、
小
野

町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
先
立
ち
、
今
年
１
年
の

無
火
災
を
祈
願
し
て
、
火
伏
の
餅
つ

き
を
行
い
、
無
火
災
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
統
監
（
町
長
）
及
び
亀

田
団
長
よ
り
、
予
防
消
防
の
徹
底
に

努
め
る
よ
う
年
頭
の
訓
示
が
あ
り
、

防
火
の
決
意
も
新
た
に
引
き
し
ま
っ

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

式
上
、
平
成
17
年
中
に
管
轄
区
域

内
で
火
災
の
無
か
っ
た
第
１
分
団
・

第
4
分
団
に
対
し
、
無
火
災
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
寒
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災

の
無
い
町
づ
く
り
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12
月
16
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
こ
ま
ち
荘
（
吉
田
隆
施
設
長
）
は
、

忘
年
会
を
開
催
し
、
堀
内
流
小
町
民

謡
会
（
先
崎
太
吉
会
長
）
の
慰
問
を

受
け
ま
し
た
。

入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
は
、
尺

八
の
演
奏
や
民
謡
に
大
変
喜
ば
れ
、

中
に
は
な
じ
み
の
民
謡
を
笑
顔
で
口

ず
さ
む
方
も
。

な
ご
や
か
な
、
思
い
出
に
残
る
忘

年
会
と
な
り
ま
し
た
。

こまち荘慰問のもよう

新たな気持ちで全団集合

無火災表彰

祈願祭が厳粛に行われました


